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題についての考察が必要となるだろう。本論文がそれ自体の解明を直接的な目的とせず、
銭貨と社会経済の関係を考えるための基礎的な作業であるとするならば、本論文で明らか
にし得た諸事項をもって、中世後期の経済社会と銭貨はどのような関係と想定されるのか、
当該期の社会をどう理解すべきなのか、さらには東アジアの広い範囲で中国と共通の銭貨
が何故に通用・流通したのかなど、今後の見通しを含んでその可能性に言及すべきではな
かったか。  
 しかしながら本論文では、今後の展開を見通すような記述が不足している。もちろんこ
れは、筆者が本論文の課題を含んだ、今後の展望を有していないことを意味するわけでは
ないが、自らの研究について今後の展望に関する記述の不足は、本論文の意義を貨幣史研
究のなかに位置づけ、研究の今後の可能性を明示するという点において、不十分といわざ
るをえない。  
 これらの反省点については、今後改める必要はあるものの、あくまでも筆者が自らの研
究を今後どう展開していくかの問題であり、日本の貨幣現象をとらえる基礎を示すと同時
に、貨幣問題にとどまらない商品経済、社会構造、権力の問題、さらには 16 世紀以後の世
界経済の変革にまで言及できる可能性を含む新たな日本貨幣史を構築する視点を獲得でき
た評価は覆らない。よって本論文は、博士（文学）の学位を授与するにふさわしいと認め
る。  
 
